
                                                                            

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 
学
がく

 年
ねん

 小１、２（低学年） 小３、４（中学年） 小５、６（高学年） 中１ 中２ 中３ 

学習
がくしゅう

段階
だんかい

 

 

 

 

 

 

 

学 

校 

学習
がくしゅう

 

用 具
よ う ぐ

 
鉛
えん

筆
ぴつ

（黒
くろ

５本
ほん

、赤
あか

青
あお

１本
ぽん

）※削ってあるもの、ものさし、消
け

しゴム、下
した

じき、授業
じゅぎょう

で指示
し じ

されたもの など 
鉛筆
えんぴつ

またはシャーペン、ボールペンまたはラインマーカー、ものさし、消
け

しゴム、下
した

じき、授業
じゅぎょう

で指示
し じ

されたもの など 

目
もく

標
ひょう

 学習
がくしゅう

の基礎
き そ

・基本
き ほ ん

を定着
ていちゃく

させましょう。 学
がく

習
しゅう

の基
き

礎
そ

・基
き

本
ほん

を活
かつ

用
よう

して学
まな

びましょう。 学習
がくしゅう

内容
ないよう

・学習
がくしゅう

方法
ほうほう

を発展
はってん

させましょう。 

授業
じゅぎょう

 

規 律
き り つ

 

(約束
やくそく

) 

* 休
やす

み時
じ

間
かん

に次
つぎ

の授 業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をし、１分
ぷん

 

前
まえ

に着 席
ちゃくせき

、30秒 間
びょうかん

の黙想
もくそう

をして授 業
じゅぎょう

を始
はじ

めましょう。 

* 正
ただ

しい姿勢
しせい

で、話
はな

す人
ひと

を見
み

て、最後
さ い ご

まで 

話
はなし

を聞
き

きましょう。 

* 発 表
はっぴょう

する時
とき

は手
て

を挙
あ

げ、指名
し め い

されたら 

「はい」と大
おお

きな声
こえ

で返事
へんじ

をし、聞
き

き手
て

を 

見
み

て、最後
さいご

まではっきりと話
はな

しましょう。 

* 休
やす

み時
じ

間
かん

に次
つぎ

の授 業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をし、1分前
ぷんまえ

 

に着 席
ちゃくせき

、30秒 間
びょうかん

の黙想
もくそう

をして授 業
じゅぎょう

を始
はじ

 

めましょう。 

* 正
ただ

しい姿勢
しせい

で、話
はな

す人
ひと

を見
み

て、内
ない

容
よう

を 考
かんが

え 

ながら 話
はなし

を聞
き

きましょう。 

* 発 表
はっぴょう

する時
とき

は手
て

を挙
あ

げ、指名
しめい

されたら返事
へんじ

 

をし、聞
き

き手
て

を見
み

て、理由
り ゆ う

を示
しめ

しながら最後
さいご

ま

ではっきりと話
はな

しましょう。 

* 休
やす

み時
じ

間
かん

に次
つぎ

の授 業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をし、1分前
ぷんまえ

に着 席
ちゃくせき

、

30秒 間
びょうかん

の黙想
もくそう

をして授 業
じゅぎょう

を始
はじ

めましょう。 

 (中 学
ちゅうがく

１年生
ねんせい

は、２分前
ふんまえ

に着 席
ちゃくせき

、１分間
ぷんかん

黙想
もくそう

) 

* 友
とも

だちの発 表
はっぴょう

を聞
き

くときは、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えと比
くら

べな 

がら聞
き

きましょう。 

* 発 表
はっぴょう

する時
とき

は手
て

を挙
あ

げ、聞
き

き手
て

を見
み

て、理由
りゆう

を示
しめ

しな 

がら最後
さいご

まで順 序
じゅんじょ

よくはっきり話
はな

しましょう。 

* 必要
ひつよう

に応
おう

じてタブレット等を活用
かつよう

し、新 出
しんしゅつ

語句
ご く

を調
しら

 

べたり、授 業
じゅぎょう

に関
かん

する知識
ちしき

を深
ふか

めたりしましょう。 

* 休 憩
きゅうけい

時間
じかん

に次
つぎ

の授 業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をし、2分前
ふんまえ

に着 席
ちゃくせき

、 

１分間
ぷんかん

黙想
もくそう

をして授業
じゅぎょう

を始
はじ

めましょう。 

* 自分
じぶん

の 考
かんが

えを大切
たいせつ

にしながら、他者
たしゃ

の意見
いけん

も尊 重
そんちょう

し 

共 感 的
きょうかんてき

な理解
りかい

ができるようにしましょう。 

* 自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

で、わかりやすく発言
はつげん

・発表
はっぴょう

しましょう。 

* 必要
ひつよう

に応
おう

じてタブレットなどを活用
かつよう

し、新 出
しんしゅつ

語句
ご く

を調
しら

べたり、授 業
じゅぎょう

に関
かん

する知識
ちしき

を深
ふか

めたりしましょう。 

家 

庭 

目標
もくひょう

 
基本的
きほんてき

な学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

を身
み

につけまし

ょう。 

自主的
じしゅてき

な学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

を身
み

につけまし

ょう。 

計画的
けいかくてき

な学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

(予習
よしゅう

・復習
ふくしゅう

)を身
み

につけま

しょう。 

自分
じ ぶ ん

なりの学習
がくしゅう

方法
ほうほう

を身
み

につけ、将
しょう

来
らい

を見
み

据
す

え

た進路
し ん ろ

の目標
もくひょう

を設定
せってい

し、計画的
けいかくてき

に取
と

り組
く

みまし

ょう。 

家庭
か て い

 

学習
がくしゅう

 

* 自分
じぶん

からすすんで、宿 題
しゅくだい

に取
と

り組
く

みまし

ょう。 

* 机
つくえ

に向
む

かって学 習
がくしゅう

する習 慣
しゅうかん

を身
み

につ

けましょう。 

* 時間割
じかんわり

を確認
かくにん

し、学 習
がくしゅう

用具
ようぐ

を自分
じぶん

でそろ

えましょう。 

* 家庭
かてい

でも読書
どくしょ

をしましょう。 

【目 標
もくひょう

】月
つき

３冊
さつ

  

* 自分
じぶん

からすすんで、宿 題
しゅくだい

や自主
じしゅ

学 習
がくしゅう

に 

取
と

り組
く

みましょう。 

* 目 標
もくひょう

時間
じかん

を決
き

めて学 習
がくしゅう

しましょう。 

* 興味
きょうみ

をもったことや疑問
ぎもん

に思
おも

ったことなど 

は、辞書
じ し ょ

やタブレットなどを使
つか

って自分
じ ぶ ん

で調
しら

 

べましょう。 

* 家庭
かてい

でも読書
どくしょ

をしましょう。 

【目 標
もくひょう

】 週
しゅう

100ページ 

* 自分
じぶん

なりの目 標
もくひょう

を決
き

めて、予習
よしゅう

や復 習
ふくしゅう

などの自主
じしゅ

 

学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 

* 計画
けいかく

を立
た

てて学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

み、提 出
ていしゅつ

期限
きげん

を守
まも

りまし 

ょう。 

* 社会
しゃかい

の出来事
で き ご と

に関心
かんしん

をもち、視
し

野
や

を広
ひろ

げましょう。 

* 家庭
かてい

でも読書
どくしょ

をしましょう。 

【目 標
もくひょう

】( 小
しょう

) 週
しゅう

100ページ、( 中
ちゅう

)月
つき

２冊
さつ

 

* 自主
じしゅ

学 習
がくしゅう

ノートでは、間違
まちが

えた問題
もんだい

にもう一度
いちど

取
と

り組
く

む 

など、「繰
く

り返
かえ

し」や「復 習
ふくしゅう

」に 力
ちから

を入
い

れましょう。 

【原則
げんそく

】１日
にち

１ページ 

* 時間
じかん

を有
ゆう

効
こう

に使
つか

ったり、提 出
ていしゅつ

期限
きげん

を 考
かんが

えたりしなが 

ら、計画的
けいかくてき

に学 習
がくしゅう

をすすめましょう。 

* 学 習
がくしゅう

の基
き

礎
そ

を固
かた

め、発展
はってん

問題
もんだい

に挑 戦
ちょうせん

しましょう。 

* 家庭
かてい

でも読書
どくしょ

をしましょう。【目
もく

標
ひょう

】月
つき

２冊
さつ

 

学 習
がくしゅう

時間
じかん

 

【１年生】 

10 分以上
いじょう

 

【２年生】 

20 分以上
いじょう

 

【３年生】 

30 分以上
いじょう

 

【４年生】 

40 分以上
いじょう

 

【５年生】 

50 分以上
いじょう

 

【６年生】 

60 分以上
いじょう

 
70 分以上

いじょう

 80 分以上
いじょう

 
部活動
ぶかつどう

引退前
いんたいまえ

 

90分以上
いじょう

 

部活動
ぶかつどう

引退後
いんたいご

 

180分以上
いじょう

 

にしきっ子・みかわっ子 学習のてびき（約束） 

家庭
か て い

での学習
がくしゅう

環境
かんきょう

・学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

 

【学 習
がくしゅう

する場所
ばしょ

】自分
じぶん

の 集 中
しゅうちゅう

をさまたげるもの（ゲームやスマホなど）は、学 習
がくしゅう

机
づくえ

のまわりに置
お

かないようにしましょう。 

【学 習
がくしゅう

時間
じかん

の作
つく

り方
かた

】家
いえ

に帰
かえ

ったらすぐに学 習
がくしゅう

にとりかかるなど、時間
じかん

にけじめをつけて取
と

り組
く

みましょう。 

【生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

の確立
かくりつ

】授 業
じゅぎょう

に 集 中
しゅうちゅう

できるように、睡眠
すいみん

時間
じかん

を十 分
じゅうぶん

にとり、生活
せいかつ

のリズムを 整
ととの

えましょう。 

学校
がっこう

での学習
がくしゅう

規律
き り つ

（約束
やくそく

） 

【時間
じかん

を守
まも

る】時計
と け い

を見
み

て行動
こうどう

し、時間
じ か ん

を守
まも

れるようになりましょう。 

【聞
き

くこと】 話
はなし

を聞
き

く時
とき

の姿勢
しせい

や、聞
き

く態度
たいど

を身
み

につけましょう。 

【話
はな

すこと】授 業
じゅぎょう

で発 表
はっぴょう

する時
とき

のよりよい態度
たいど

を身
み

につけましょう。 

進路
しんろ

実現
じつげん

を意識
いしき

して学
まな

びを深
ふか

める 

令和４年度版 錦中学校区小中一貫教育 

学
まな

びを活
かつ

用
よう

する 

 

基礎
き そ

・基本
きほん

を身
み

につける 


